｢被災地での災害看護を体験した看護者への支援のあり方｣ by 中信 利恵子
１. はじめに
本日の内容は､ 災害について始めにイメージ
をして頂いて､ 私が行った研究から､ 研究でど
ういう結果を得たかということと災害看護を行
う看護者への支援についてお話しします｡
世界の震源分布を見ると､ 日本は震源分布の
中にあるということが分かります｡ すなわち､
日本はこのように地震活動の予想される場所に
あるということです｡ 皆さんは2011年東日本大
震災後の写真や映像を見られていると思います
が､ 実際このような被害の状況がありました｡
また､ 大きな災害以外にも私達の身近の中には､
豪雨などでも被害が起きるという事があります｡
自然災害だけでなく､ もう数年前になりますが､
JR福知山線で列車の脱線事故がありました｡ こ
の時は大きな事故で､ 沢山の方々が被害に遭わ
れています｡ こういう所にも看護職の皆さんは
活動に行かれています｡
２. 研究の背景
私がこの研究に取り組もうと思った動機をお
話しします｡ 約65年前の戦時中に広島は原爆被
爆という被害を受けました｡ その時､ 広島赤十
字病院内には､ 看護者の方々がおられました｡
当時は主に学生が実習と称して､ 現場に行って
看護職の方々と働かれていました｡ 当時､ 看護
学生だった方々に活動された体験について面接
調査をしました｡ 六十数年経っても､ 原爆も人
為災害という捉え方をすると､ その影響を強く
受けていることがわかりました｡ 否定的な影響
では､ 例えば当時原爆によって被災者の皮膚が
焼けただれ､ 垂れ下がっていた状況を思い出す
ために､ 今でもストッキングなどが履けないと
いう人がいました｡ 一方､ そこで活動したこと
が､ 人生の中でその人の礎になって生きて来ら
れていました｡ 私は､ その時その方達が活動で
きたから､ それ以上に辛いことはないと感じ生
きてこられた状況を目の当たりにしました｡ 影
響には両面があって､ そのことが看護職の活動
の源になっているのではないかと感じました｡
災害看護を行う看護者も､ 様々な影響を受ける
被災者でもあります｡ その後の看護活動や人生
に影響を及ぼしている状況があります｡ その中
で､ 看護者も支援を受けて次の災害看護活動を
意欲的に展開する力を得ていくということが必
要だと考えました｡
３. 研究目的
研究目的は､ 看護者がどのような活動を行い､
どのような体験をし､ どのような影響を受け､
災害看護の体験をどのように意味づけて､ 経験
として捉えているのかを明らかにすることです｡
そして､ そこから看護者への支援方法の体系化
を目指すことを目的としました｡
４. 研究の枠組み
この研究の枠組みは図１で示した通りです｡
一番下が時間的な流れを示しています｡ 看護者
は災害看護活動を行い､ 看護活動の体験をしま
す｡ これらの体験は､ 災害や被災の体験から身
体的・精神的・社会的・生活への影響を受けて
いると考えられます｡ 看護者は自分自身の体験
そのものを常に振り返り､ 体験を意味づけるこ
とをしています｡ 看護者の中では体験したこと
を振り返り､ 意味づけることが繰り返し行われ
ていて､ その中から経験というものを生み出し､
次の災害看護活動へと向かって行くと捉えまし
た｡ こうして看護者に対して支援が行えるので
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はないかと考えました｡
５. 研究方法
研究方法は関係探索的研究デザインで､ 質問
紙による量的研究を行いました｡ 対象者は全国
の赤十字施設で医療に従事し､ 過去10年間に災
害看護活動を行った経験のある看護者です｡ 調
査前に予備調査として面接調査を行い､ その結
果と文献から質問紙を作成し､ データ収集を行
ないました｡ この調査は全国の赤十字病院の看
護部長に依頼をして､ 看護者の方を推薦して
頂きました｡ 分析は統計学的な方法を用いてい
ます｡
６. 結果および考察
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質問紙の回収率は72.6％ (556名)､ 有効回答
率は97.5％でした｡ 対象者は平均44.9歳､ 教育
背景は61.6％が赤十字看護専門学校を卒業され
た方でした｡
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複数回答できいた多くの看護者が行った災害
看護活動は､ ｢血圧測定｣､ ｢被災者と話す｣ で
した｡ さらに看護者は被災者の精神面や心のケ
アをしていました｡ データを比較したところ､
赤十字関連施設出身者が､ 精神面やこころのケ
アを多くしていました｡ ｢血圧測定｣､ ｢被災者
と話す｣ という活動は､ 看護者として被災者の
体調を心配する働きかけであり､ そこから被災
者と触れ合って人と人との関係を作る手段になっ
ていたと捉えられます｡
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看護者の災害看護の体験として４つの因子が
見出せました｡ 災害看護の活動に行く前に､ 活
動がどういう状態なのかという不安と､ 活動中
に二次災害などへの恐怖の体験をしていました｡
そして看護者は無我夢中で活動していました｡
さらに活動への使命感と､ 他者との良好な関係
から見出した働きがいの体験があり､ 他者との
関係性が大きく関わっていました｡ チームメン
バーや他のチームの救援者､ 被災者との関係性
が良好であることが､ 看護者自身の働きがいに
繋がっている体験でした｡ 看護者が活動する中
で､ 被災者の変化が見えて来ると思います｡ 看
護者がその変化を捉えられるか､ 捉えられない
かで､ この活動の成果も達成感､ あるいは不全
感という体験になっていました｡ 看護者は精一
杯活動していますが､“あまり出来なかった”､
“十分に出来なかった”と､ 看護者の責任感や
使命感が強ければ強い程､ 活動の不全感は大き
くなっていました｡
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災害看護の体験が看護者に及ぼす影響として
７つの因子が見出せました｡ 看護者が活動中に
被災状況を目の当りにすることで､ かなりの衝
撃や恐怖の体験が影響していました｡ そして環
境や人間関係への気遣いなどでも､ 心身の疲労
感が見られていました｡ 看護者の緊張感は､ 活
動中から活動後までずっと続いていました｡ 不
眠という影響も活動後まで続いていました｡ 看
護者の災害看護活動の不完全燃焼の感じと後悔
の思いや､ 実際活動をしたが十分に出来なかっ
た後悔の思いは活動後も続いています｡ 心身の
緊張・疲労感と､ 他者に理解して貰えないとい
う思いが活動後も影響していました｡ 看護者は
災害看護活動を振り返って､ 辛い思いを思い出
し､ 例えば映像を見て涙が流れるなどの影響も
ありました｡
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多くの看護者が､ 災害看護の体験が自分にとっ
て学びの場､ 価値観の変化が起こる体験､ 例え
ば知識や技術を高める向上心を刺激する体験と
いうふうに､ 肯定的な意味づけをしていました｡
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活動への後悔の気持ちと､ 活動が十分出来なかっ
た情けない思いという意味づけは､ 平均値が低
く､ このような体験の意味づけをした看護者は
少ないといえるが存在はしていました｡ 看護者
の体験の意味づけとして２つの因子が見出され
ました｡ 自己の成長に繋がる肯定的な意味と災
害看護活動への後悔と情けない思いという両面
の意味づけがありました｡
看護者の災害看護の体験と看護者が捉えた意
味づけの関係性について重回帰分析を行いまし
た｡ 自己の成長に繋がる肯定的な意味に関連し
ていた体験は､ 他者との良好な関係の体験､ 活
動が被災者に良い結果をもたらせた達成感の体
験が関連していました｡ 被災者が元気な姿を見
て人間の強さを感じたとか､ 医療チームの連携
の充実を感じたなど､ 自己効力感に繋がるよう
な体験が肯定的な意味に関連していました｡ 活
動への後悔や情けない思いに関連していた体験
は､ 活動への不全感の体験が関わっていました｡
これは､ 成果が見えない不全感､ あるいは活動
前に活動内容が分からず不安な状況､ 患者に対
する恐怖感などが含まれています｡
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看護者は､ 活動前から活動後にかけて周囲の
様々な人との関わりが自分への支援になったと
捉えていました｡ 活動における看護者の心身の
支援は､ 活動前から活動後に向けてずっと支援
が必要と捉えています｡ 災害看護の知識や技術
を自分自身の中にしっかり持っていたことが､
自分にとって活動中支援になったといわれてい
ました｡ ある看護者が ｢最後はやっぱり知識や
技術です｣ と言われており､ 知識があることが
とても重要だということです｡ 自分自身が災害
の活動の際に災害によって影響を受けることも
知識として持っていれば､ 活動から帰り涙が出
るなと感じた時に､ 自分は影響を受けていると
考えたと語って下さった方がいます｡ また､ 看
護者が被災者の方からの感謝と心遣いが支援に
なると表しています｡ 被災者から ｢ありがとう｣
という言葉や何らかの心遣いを感じた時に､ 自
己の活動の意味を感じたことが看護者への支援
になっていました｡
７. 災害看護を行う看護者への支援プログラム
研究結果から､ 看護者への支援プログラムを
考えました (図２)｡
まず､ 災害看護を行う看護者の支援に関わる
人です｡ 救援チームのチーム員､ チームリーダー､
他の医療チームの人々､ 看護者の職場の直接の
上司､ 被災者､ 職場の同僚､ 家族そして看護者
自身もセルフケアという所で含まれます｡ 看護
者に関わる全ての人が支援に関わると考えます｡
次に､ 災害平穏期､ 準備期における看護者の
支援は､ 看護者自身の日常の準備・活動､ 施設
による日常の準備・支援です｡ セルフケアとし
て､ 看護活動の場でイメージトレーニング､ 普
段の活動の中で様々な看護技術あるいは支援を
していくことが大事です｡ 関係性の中でその意
味づけがされたり､ その人との関係が看護者に
とっていい関係になったりする事があります｡
普段から日常の職場の関係性を保つことが重要
です｡ 活動の場で創意工夫をする能力､ 対象の
思いを引き出す能力をつけていくことが必要で
す｡ 自己の技術を磨き感受性を養い､ 災害看護
に関する知識や技術を習得していく､ 看護者自
身も日頃から準備や備えをしていることが大切
です｡ 施設としては災害看護を行う看護者の養
成と救援チームにこころのケア要員を養成する
ことが挙げられます｡ 救援者自身の日々の活動
の中での体調管理で､ こういう人がいることは
重要です｡ 研修会の開催､ 普段から災害の訓練
を病院として実施し､ 日常の活動から非日常の
災害の場面を研修会の時に振り返るなど考える
事が大事です｡ 施設として環境を整えていくこ
高知女子大学看護学会誌第37巻第2号 (2012)
― 9 ―
 

ἴኂ⋴⼔䉕
ⴕ䈉⋴⼔⠪
䋱㪅⋴⼔⠪䈱ᡰេ
䈮㑐䉒䉎ੱ
䋲㪅ἴኂ㕒Ⓩᦼ䊶
Ḱ஻ᦼ䈮䈍䈔䉎
⋴⼔⠪䈻䈱ᡰេ
䋳㪅ἴኂ⋴⼔ᵴേ೨
䈱⋴⼔⠪䈻䈱ᡰេ
䋴㪅ἴኂ⋴⼔ᵴേਛ
䈱⋴⼔⠪䈻䈱ᡰេ
䋵㪅ἴኂ⋴⼔ᵴേ
⋥ᓟ䈱⋴⼔⠪䈻
䈱ᡰេ
䋶㪅ἴኂ⋴⼔ᵴേᓟ
䈱⋴⼔⠪䈻䈱ᡰេ
とは看護者への支援に繋がります｡
活動前の看護者の支援は､ 看護者自身､ 施設
による準備､ 同僚､ 家族が含まれます｡ 看護者
がこれから現地に行く事を考えながら､ 日頃か
ら色んな準備をしていく､ 活動に向けて気持ち
の準備もすることが､ 自分自身の支援に繋がり
ます｡ 現地あるいは活動に関して情報収集を行
なっていくことも必要です｡ チームメンバーと
事前に役割分担や打ち合わせが出来る機会があ
れば､ 活動がスムーズになっていくと思います｡
施設としては､ 必要な必要物品の補充を行ない
ます｡ 例えば施設の上司が ｢こういう物を持っ
て行きなさい｣ など一つでも言葉掛けをすれば､
看護者にとって心強い支援になります｡ 出来る
だけチーム内に､ こころのケア要員を配置し､
心身両面の体調管理を叶える支援をすることも
支援になります｡ 上司からの労いの言葉のたっ
た一言も､ 看護者にとってはその言葉を支えに
活動をしていくことに繋がります｡ 出発前の送
り出しの機会に､ 病院の院長や看護部長が出て
こられ ｢いってらっしゃい｣ と送り出して貰え
ることが凄く支えになったと看護者が言われて
いました｡ 普段の業務の中で､ 同僚に任せて活
動に行かなければならない状況になってくるの
で､ 同僚が災害活動に対して理解し応援する意
識で送り出すことが重要です｡ 家族も活動に参
加する看護者に対して､ 励まし・送り出しをす
る､ 家庭における役割を引き受けることで､ 家
族も支援者になり得ます｡
活動中は看護者自身の自己管理が大切です｡
加えてチームによってお互いに支え合うことが
重要な部分です｡ 意識的にメンバー､ 自分自身
の周りの人との人間関係を良くしていくことが
必要です｡ 自分自身が活動に参加して何らかの
成果はあったと常に自覚することが､ 不全感に
繋がりにくいと考えます｡ 自分自身の生活環境
を整えて､ しっかり食べて寝るという生活は基
本的に大事な所です｡ 看護者が過去に被災体験
をしていると､ より心身への影響は大きいとい
う結果が出ました｡ 救援チームの方はチームリー
ダーが必ずいますので､ メンバー間の人間関係
を把握して配慮し､ 常に公の場でなくてもメン
バー間の互いの思いをざっくばらんに理解して
おくことは大事です｡ 活動中の役割分担や打ち
合わせは継続して行ないます｡ 災害への恐怖と
いう影響がありました｡ これもお互いがケアし
合って緩和していくことが重要です｡
活動直後の看護者への支援です｡ 看護者自身
は ｢もっと出来たのでは｣ と感じることが多い
ですが､ 精一杯頑張った自分を認めて､ 自分自
身の役割に区切りを付ける事も大事になります｡
施設の同僚が出来る支援は､ 活動中の影響はな
いかという心身への支援をしていくことです｡
心身ともに気を遣う配慮をする､ これは活動か
ら帰って来たら必ず２日間休暇を入れるなど､
ある意味強制的ではないですが､ 休息が取れる
様な配慮をしていく必要があると思います｡
活動後の看護者への支援ですが､ 看護者自身
は自己の体験を自己の成長に繋がる体験として
新たな意味を見出す事が出来れば､ 活動の後悔
とか不全感だけが残らず､ 自分にとっての意味
が見出せると考えます｡ 施設の上司からの支援
としては､ 活動から帰る看護者の出迎えをする
ことです｡ 看護者が新たな意味を見出せるよう
に､ 個々の支援をしていくということも大切で
す｡ 看護者が災害看護の体験について語れる場
面や体験集などをまとめる機会を作ること､ す
なわち言語化をしていくことは､ 看護者が自分
の体験を意味づけていく支援になり得ます｡ 救
援チームで振り返る機会を作る､ 一緒に活動を
したからこそ､ その状況をよく分かってお互い
にこう活動を振り返るという事が出来ると思い
ます｡ 同僚は､ 看護者を継続的にサポートして
いくこと､ 労をねぎらい ｢よく頑張ってきた｣
と評価すること､ 関心を持って災害看護の体験
を聞くということも看護者にとって､ 自分の活
動の意味を捉えていくことに繋がります｡ 家族
も活動の労をねぎらい､ 休息を持てるよう支援
します｡ 活動から帰ると､ 看護者は非日常の世
界から日常の世界に帰って行かなければならな
いので､ そのギャップがあり､ 家族は大きな支
援者になると文献にも述べられています｡
以上の事から､ この研究で着目した災害看護
の体験の看護者への影響､ 体験の意味づけとい
う新たな視点で捉えた看護者への支援が大切だ
と考えます｡ 災害看護の体験の肯定的な意味づ
けを促進することが､ 看護者の次の災害看護に
向かう意欲の向上､ 充実した看護活動の実践､
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災害看護の質の向上に繋がっていくと考えます｡
８. おわりに
これは私が石巻に救護活動に行った際に東京
に帰ってきたときに撮影したものです (写真１)｡
私たちは､ 東京の日本赤十字本社に､ 全国から
看護者が一度集まって､ そこからバス１台で石
巻赤十字病院まで活動に行って帰って来るとい
う活動を行いました｡ 石巻から帰ってきた時､
東京は桜が丁度満開の時期でした｡ 私は夜中に
東京に帰って来て､ ホテルに泊まり翌朝ここに
自分なりに癒しの時間を作りました｡ 自分自身
のセルフケアで写真の場所を散策しました｡ こ
の時は感じなかったのですが､ 東京から帰広し､
広島駅に着いてタクシーに乗った時にふっと体
の緊張がほぐれたのです｡ 出発時から広島の地
に到着するまで､ 自分の体は本当に緊張状態だっ
たのだと強く実感しました｡ 私自身の被災地で
の活動は､ 病院内の看護者の方たちへの支援､
つまり看護者が交代して活動出来るように病棟
に入って患者さんへのケアをするという活動で
した｡ それでも被災地に行って活動したことが､
自分にとっては､ 精神的にも身体的にも確かに
影響を受けていると感じることでした｡ 私はま
さに研究をまとめていた最中でしたので､ 自分
は影響を受けるということを分かった上で活動
に参加しました｡ それでも実際自分の体の反応
を感じて初めて ｢本当に影響を受けるのだ｣ と
実感しました｡ それだけ看護者自身の心や体は
影響を受けているので､ 周りの人の支援が本当
に大切だと思います｡
高知女子大学看護学会誌第37巻第2号 (2012)
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